
東
随
舎
の
写
本
随
筆
『
続
思
出
草
紙
』
に
つ
い
て

三　
　

宅　
　

宏　
　

幸

一
、
問
題
の
所
在

　

日
本
随
筆
大
成
に
所
収
さ
れ
る
『
古
今
雑
談
思
出
草
紙
』（
以
下
『
思
出
草

紙
』）
は
、
森
銑
三
『
随
筆
辞
典①
』
に
よ
る
と
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
成
立
、

近
藤
瑞
木
「
講
釈
師
の
読
本

―
東
随
舎
栗
原
幸
十
郎
の
活
動

―②
」
も
、

「
享
和
二
年
壬
丑
孟
春
」
の
年
記
を
持
つ
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本
を
「
最
も
祖

本
に
近
い
」
と
述
べ
る
。『
思
出
草
紙
』
の
著
者
東
随
舎
（
栗
原
幸
十
郎
）
は
、

近
藤
論
文
が
「
講
釈
師
を
本
業
と
し
な
が
ら
、
同
時
に
相
学
者
で
あ
り
、
神
道

論
者
で
あ
」
り
、「
医
者
の
素
養
も
あ
っ
た
よ
う
」
と
指
摘
し
た
人
物
で
あ
る
。

『
思
出
草
紙
』
以
降
、『
聞
書
雨
夜
友
』（
文
化
二
年
刊
）、『
古
今
奇
談
落
葉
集
』

（
文
化
三
年
序
）、『
憎
ま
れ
口
』（
文
化
四
年
序
）
な
ど
、
享
和
か
ら
文
化
に
か

け
て
読
本
や
写
本
随
筆
を
次
々
に
著
し
た
。

　

そ
の
『
思
出
草
紙
』
の
異
本
と
し
て
神
宮
文
庫
蔵
『
蓑
笠
撰
誠
感
集
』（
以

下
『
誠
感
集
』）
に
言
及
し
た
の
は
、
倉
員
正
江
「「
陰
徳
延
命
」
説
話
の
展
開

―
中
国
説
話
と
浮
世
草
子
・
舌
耕
文
芸
の
影
響
関
係
に
及
ぶ

―③
」
で
あ
る
。

倉
員
論
文
は
『
誠
感
集
』
に
つ
い
て
、「『
思
出
草
紙
』
と
内
容
は
ほ
ぼ
完
全
に

一
致
し
、
序
（「
牛
門
西
隅
東
随
合マ
マ

」
と
署
名
）
の
行
分
も
類
似
し
て
い
る
」

と
紹
介
し
、
倉
員
論
文
を
踏
ま
え
て
『
誠
感
集
』
を
調
査
し
た
近
藤
瑞
木
「
江

戸
の
講
釈
師
東
随
舎
栗
原
幸
十
郎
の
読
本
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
科
研
費
実

績
報
告
書
）
は
、「『
誠
感
集
』
は
『
思
出
草
紙
』
収
録
説
話
と
内
容
的
に
重
複

し
つ
つ
も
、『
思
出
草
紙
』
に
含
ま
れ
ぬ
説
話
67
条
（
う
ち
、
表
題
の
み
残
る

も
の
が
24
条
）
を
有
す
る
こ
と
」（
二
〇
〇
二
年
度④
）
や
、「『
誠
感
集
』
は

…
…
目
録
と
内
容
に
齟
齬
が
あ
り
、
内
題
等
に
補
修
の
跡
が
認
め
ら
れ
」
る
こ

と
（
二
〇
〇
三
年
度⑤
）
な
ど
を
報
告
し
た
。
だ
が
、
こ
こ
で
言
及
さ
れ
た

〈『
思
出
草
紙
』
に
含
ま
れ
ず
、『
誠
感
集
』
目
録
に
表
題
の
み
が
残
る
話
〉
に

つ
い
て
は
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
が
不
明
で
あ
っ
た
。

東
随
舎
の
写
本
随
筆
『
続
思
出
草
紙
』
に
つ
い
て
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本
稿
で
は
、『
国
書
総
目
録
』
未
掲
載
の
論
者
架
蔵
『
続
思
出
草
紙
』
を
紹

介
し
、『
誠
感
集
』
と
『
続
思
出
草
紙
』
が
相
補
い
合
う
関
係
で
あ
る
こ
と
や
、

様
々
な
人
物
と
の
知
的
交
流
が
見
え
る
こ
と
を
述
べ
る
。

二
、
架
蔵
『
続
思
出
草
紙
』
と
『
思
出
草
紙
』『
誠
感
集
』

　

ま
ず
、『
続
思
出
草
紙
』
の
略
書
誌
と
総
目
録
を
示
す
。

刊　

写
：
写
本

冊　

数
：
全
二
十
五
冊
の
内
、
十
六
冊
（
巻
九
〜
巻
十
七
の
九
冊
欠
）

外　

題
：
続
思
出
草
紙　

後
篇　

壱
（
〜
弐
拾
五
）

内　

題
：
続
思
出
草
紙
後
篇

書　

型
：
半
紙
本
（
縦
二
二
・
七
×
横
一
六
・
二
糎
）

序
跋
者
：
牛
門
西
隅　

東
随
舎
（
序
）、
清
龍
斉
黄
虎
（
跋
）

年　

記
：
文
化
三
丙
寅
年
仲
夏
（
序
）、
ひ
の
へ
寅
五
月
五
日
（
跋
）

総
目
録
：（
便
宜
的
に
通
し
番
号
を
付
し
た
）

○
巻
１　

 

１

関
東
北
野
社
造
営
の
事
、
２

武
州
年
取
ら
ず
川
の
事
、
３

信
州
濁

り
川
の
事
、
４

鎌
に
花
咲
ぬ
る
事
、
５

葛
の
兜
の
事
、
６

唐
尭
諌
鼓

の
事

○
巻
２　

 

７

王
昭
君
が
事
、
８

肥
後
国
深
山
通
路
の
事
、
９

富
士
山
の
事
、
10

予
州
十
六
日
桜
の
事
、
11
天
狗
六
兵
衛
が
事

○
巻
３　

 

12
河
豚
戒
の
事
、
13
陰
徳
陽
報
の
事
、
14
桑
名
領
山
海
の
事
、
15
遠

州
鞍
形
石
の
事

○
巻
４　

 

16
飛
弾
国
平
場
婚
姻
の
事
、
17
別
世
界
へ
分
入
し
事
、
18
見
附
宿
天

満
宮
霊
験
の
事
、
19
京
都
郭
公
の
事
、
20
杉
田
稲
荷
利
生
の
事

○
巻
５　

 

21
下
谷
堀
の
内
両
祖
師
の
事
、
22
陰
火
附
添
来
り
し
事
、
23
異
国
人

詞
帳
面
起
源
の
事
、
24
密
通
な
す
強
悪
の
事

　

巻
６　

 

25
二
條
御
金
蔵
江
盗
賊
忍
入
候
事
、
26
大
坂
番
場
辻
番
人
盗
賊
の
事

　

巻
７　

 

27
相
撲
戯
場
盛
衰
の
事
、
28
備
後
国
水
呑
村
猿
の
事

　

巻
８　

 

29
深
川
女
敵
討
の
事

×
巻
９　

 

30
宝
の
箱
を
授
り
し
事
、
31
見
附
宿
泥
亀
屋
が
事
、
32
泥
亀
の
振
舞

を
見
て
業
を
替
事

×
巻
10　

 

33
無
人
島
幷
安
南
国
漂
流
の
事

×
巻
11　

 

34
霧
島
山
逆
鉾
の
事
、
35
日
下
部
侍
ひ
誘
ひ
出
さ
る
ゝ
事

　
　
　
　

36
妖
怪
物
語
狸
の
女
に
化
た
る
事

×
巻
12　

 

37
今
は
昔
と
変
れ
る
事
、
38
隠
売
女
厳
敷
制
禁
の
事
、
39
雷
除
握
り

玉
の
事

×
巻
13　

 

40
唐
国
江
漂
着
の
事
、
41
禄
位
保
ち
難
き
事
、
42
九
州
の
山
童
の
事

×
巻
14　

 

43
江
戸
芝
増
上
寺
の
祖
山
盗
賊
と
道
連
に
成
し
事

×
巻
15　

 

44
本
郷
菊
坂
敵
討
の
事
、
45
出
頭
人
色
々
有
る
事

×
巻
16　

 
46
鰐
を
仕
留
し
事
、
47
今
は
昔
し
の
事

×
巻
17　

47
続
今
は
昔
し
の
事

東
随
舎
の
写
本
随
筆
『
続
思
出
草
紙
』
に
つ
い
て
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巻
18　

48
流
行
落
書
の
事
、
49
清
朝
物
語
の
事

　

巻
19　

50
長
寿
の
事
、
51
学
問
芸
術
の
事
、
52
篠
崎
狐
の
事

　

巻
20　

53
犬
の
化
た
る
事
、
54
医
師
俳
諧
点
者
紛
者
の
事

　

巻
21　

55
古
代
田
植
唄
の
事
、
56
菊
が
文
の
事

　

巻
22　

 

57
男
女
体
を
変
ず
る
事
、
58
小
児
前
生
を
知
る
事
、
59
寺
坂
吉
右
衛

門
藤
原
信
行
が
事

　

巻
23　

59
寺
坂
吉
右
衛
門
藤
原
信
行
が
事

　

巻
24　

 

60
不
仁
の
住
職
古
墓
を
破
却
せ
し
事
、
61
勾
引
さ
れ
し
女
を
助
る
事
、

62
平
家
蟹
賛
の
事
、
63
綱
手
船
と
い
ふ
唄
の
事

　

巻
25　

 

64
茶
道
の
意
を
述
た
る
事
、
65
か
が
に
て
天
狗
を
捕
へ
し
事
、
66
赤

嶺
狐
の
事
、
67
身
を
投
る
人
を
助
け
し
事

　

な
お
、
総
目
録
の
上
に
付
し
た
○
印
は
神
宮
文
庫
蔵
『
誠
感
集
』
総
目
録
で

表
題
だ
け
残
っ
た
話
を
収
録
し
た
巻
、
×
印
は
『
誠
感
集
』
に
あ
っ
て
『
続
思

出
草
紙
』
で
欠
け
た
巻
、
無
印
は
両
書
に
残
る
巻
を
指
す
。

　

本
書
が
従
来
知
ら
れ
る
『
思
出
草
紙
』
と
異
な
る
の
は
、
例
え
ば
『
思
出
草

紙
』
巻
一
の
目
録
が⑥
、

　

巻
１　

 

１

日
向
国
高
智
穂
峯
の
事
、
２

神
田
神
社
神
霊
の
事
、
３

新
田
の
社

霊
験
の
事
、
４

碑
文
谷
仁
王
霊
験
の
事
、
５

狐
の
う
た
読
し
事
、
６

賊
心
、
性
質
に
備
る
事

で
あ
る
こ
と
を
見
て
も
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、『
続
思
出
草
紙
』
巻

二
十
五
「
身
を
投
る
人
を
助
け
し
事
」
の
冒
頭
、

五
雑
組
に
、
陰
徳
は
か
な
ら
ず
陽
報
有
り
。
報
の
為
に
陰
徳
を
行
は
ゞ
其

徳
た
る
事
浅
し
、
と
見
へ
り
。
又
古
人
の
陰
徳
は
耳
鳴
る
が
如
し
。
曽
て

人
知
ら
ざ
れ
ど
も
、
己
れ
独
り
是
を
知
る
の
み
、
と
い
へ
り
。

と
『
思
出
草
紙
』
巻
十
「
世
に
稀
な
る
陰
徳
者
有
事
」
の
冒
頭
、

五
雑
俎
曰
、
陰
徳
は
必
ず
報
ひ
あ
り
。
報
ひ
の
為
に
陰
徳
を
行
り
し
其
徳

た
る
事
浅
し
。
昔
人
謂
く
、
陰
徳
は
耳
の
鳴
が
如
し
。
人
、
曽
て
し
ら
ざ

れ
ど
も
、
己
れ
独
り
是
を
知
る
の
み
。

は
、
と
も
に
『
五
雑
組
』
巻
十
五
「
陰
徳
必
有
㆑

報
」
か
ら
の
引
用
で
共
通
し

て
お
り
、
両
書
が
東
随
舎
と
関
係
す
る
可
能
性
は
高
い
。『
続
思
出
草
紙
』
は

『
思
出
草
紙
』
に
続
い
て
文
化
三
年
夏
に
成
立
し
た
全
六
十
七
話
を
収
め
た
写

本
随
筆
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
神
宮
文
庫
蔵
『
誠
感
集
』（
請
求
記
号
：
一
一
門
―
三
七
三
）
は
、

初
編
十
冊
、
二
編
八
冊
の
体
裁
だ
が
、
厳
密
に
は
初
編
が
二
編
、
二
編
が
三
編

に
あ
た
る
。
と
い
う
の
も
、
外
題
に
「
初
編
」
と
記
す
編
の
総
目
録
に
「
二
編

惣
目
録
」
と
あ
り
、
一
方
の
二
編
は
旧
字
の
「
弐
」
で
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は

「
三
」
に
筆
を
加
え
て
「
弐
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
二
編
総
目
録

に
も
「
三
篇
巻
惣
目
録
終
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
、
神
宮
文
庫
蔵
『
誠
感
集
』
初

編
・
二
編
は
、
元
は
二
編
と
三
編
と
な
る
。
以
下
、
神
宮
文
庫
蔵
『
誠
感
集
』

の
編
は
、
こ
の
原
態
の
編
数
で
論
述
す
る
。
書
型
は
半
紙
本
、
序
は
三
編
に

東
随
舎
の
写
本
随
筆
『
続
思
出
草
紙
』
に
つ
い
て
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「
文
化
三
丙
寅
年
仲
夏  

牛
門
西
隅  

東
随
舎
」、
三
編
跋
に
「
ひ
の
へ
寅
の
五

月  
清
龍
斎
」
と
あ
り
、『
続
思
出
草
紙
』
の
序
跋
と
共
通
す
る
。

　

二
松
学
舎
大
学
図
書
館
蔵
『
誠
感
集
』（
二
冊
、
請
求
記
号
：
五
五
〇
九
九

六
〜
七
）
の
目
録
を
確
認
す
る
と
、
国
会
図
書
館
所
蔵
『
思
出
草
紙
』
全
十
巻

の
巻
一
・
１

「
日
向
国
高
智
穂
峯
の
事
」
か
ら
巻
七
38
「
佐
野
稲
荷
の
事
」
を

収
め
（
巻
六
・
32
「
中
橋
稲
荷
霊
験
の
事
」
は
欠
）、『
思
出
草
紙
』
の
異
本
と

考
え
て
良
い
。
そ
し
て
『
思
出
草
紙
』
の
続
き
巻
七
・
39
「
小
舞
の
歌
、
唱
歌

の
事
」
と
同
じ
表
題
が
、
神
宮
文
庫
蔵
『
誠
感
集
』
二
編
の
巻
一
の
目
録
巻
頭

「
小
舞
歌
唱
歌
之
事
」
と
共
通
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
二
松
学
舎
大
学
図
書

館
蔵
『
誠
感
集
』
と
同
内
容
の
『
誠
感
集
』「
初
」
編
が
、
神
宮
文
庫
蔵
『
誠

感
集
』
二
編
・
三
編
に
も
か
つ
て
存
在
し
た
と
推
測
で
き
る
。

　

し
か
し
近
藤
報
告
書
が
述
べ
た
よ
う
に
、
神
宮
文
庫
蔵
『
誠
感
集
』
は
総
目

録
と
実
際
に
記
さ
れ
た
内
容
と
に
齟
齬
が
あ
り
、『
続
思
出
草
紙
』
総
目
録
の

○
印
の
巻
は
『
誠
感
集
』
で
は
表
題
の
み
が
残
る
。
一
方
、
神
宮
文
庫
蔵
『
誠

感
集
』
二
編
と
三
編
は
『
続
思
出
草
紙
』
の
巻
六
〜
二
十
五
の
箇
所
に
該
当
し
、

『
続
思
出
草
紙
』
で
欠
い
た
巻
の
内
容
が
残
る
。『
続
思
出
草
紙
』
の
欠
巻
部
を

『
誠
感
集
』
が
、『
誠
感
集
』
の
表
題
だ
け
残
っ
た
話
の
内
容
を
『
続
思
出
草

紙
』
が
、
互
い
に
補
い
合
う
こ
と
で
全
内
容
が
完
備
す
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
明
治
一
六
年
の
『
農
業
雑
誌
』
第
一
八
三
号⑦
「
サ
ン
マ
、
鰹
」
に
、

「
続
思
出
草
帋
」
を
出
典
と
し
て
次
の
記
事
が
載
る⑧
。

あ
ま
じ
ほ
の
サ
ン
マ
と
云
ふ
者
明
和
の
頃
迄
は
食
ふ
者
少
く
安
永
改
元
の

頃
安
ク
テ
水
キ
ハ
サ
ン
マ
と
云
ふ
た
と
へ
流
行
り
て
下
々
の
好
み
て
食
ふ

こ
と
と
は
な
り
た
り
徒
然
草
に
鎌
倉
の
海
中
に
鰹
あ
り
、
毒
魚
な
り
と
書

け
る
も
、
今
は
高
貴
の
賞
翫
し
て
鰹
魚
の
価
貴
し

本
記
事
は
架
蔵
『
続
思
出
草
紙
』
の
欠
巻
部
に
あ
た
る
が
、
神
宮
文
庫
蔵
『
誠

感
集
』
三
編
巻
十
一
「
今
は
昔
し
の
事
」
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

あ
ま
じ
ほ
の
さ
ん
ま
と
い
ふ
魚
、
明
和
の
頃
ま
で
は
沢
山
に
売
ら
ず
。
喰

し
も
の
も
多
か
ら
ず
。
然
る
に
安
永
と
改
元
の
頃
、
安
く
て
永
き
は
さ
ん

ま
也
と
譬
へ
事
せ
し
が
、
其
頃
よ
り
大
ひ
に
流
行
出
し
て
、
下
々
の
者
ど

も
好
ん
で
喰
ふ
事
と
は
成
り
た
り
。
…
…
つ
れ
〴
〵
草
に
い
へ
る
鎌
倉
の

海
に
鰹
あ
り
。
毒
魚
な
り
と
書
し
た
る
も
今
は
高
貴
の
賞
翫
あ
り
て
初
鰹

な
ど
大
ひ
に
貴
し
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
「
安
永
」
の
改
元
に
合
わ
せ
た
譬
え
で
あ
り
、「
安
く
て

永
き
は
さ
ん
ま
」
が
正
し
い
。『
農
業
雑
誌
』
の
引
用
は
「
水
キ
ハ
サ
ン
マ
」

で
あ
る
が
、
誤
写
か
誤
植
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
架
蔵
『
続
思
出
草

紙
』
の
欠
巻
部
に
あ
た
る
書
物
が
明
治
期
に
残
存
し
た
よ
う
で
あ
る
。

三
、
東
随
舎
著
作
の
序
文
の
検
討

　

で
は
、『
思
出
草
紙
』『
続
思
出
草
紙
』『
誠
感
集
』
の
三
作
は
ど
の
よ
う
な

関
係
と
考
え
れ
ば
良
い
の
か
。
本
章
で
は
東
随
舎
著
作
の
序
文
に
着
目
し
、
そ

東
随
舎
の
写
本
随
筆
『
続
思
出
草
紙
』
に
つ
い
て

一
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の
特
徴
か
ら
検
証
し
た
い
。

　

ま
ず
『
思
出
草
紙
』
序
を
確
認
す
る⑨
。

…
…
昔
と
今
の
雑
談
を
、
及
ば
ぬ
筆
に
記
せ
し
も
、
六
十
に
あ
ま
る
老
の

坂
、
な
す
こ
と
も
な
く
徒
に
、
世
を
小
車
の
閙
し
く
、
お
く
れ
る
伝
に
聞

置
し
、
好
め
る
道
の
物
が
た
り
、
心
に
う
か
む
こ
と
の
葉
の
、
し
げ
き
を

省
き
、
足
ら
ざ
る
を
尋
る
も
、
善
を
す
ゝ
め
、
悪
を
こ
ら
す
種
に
も
と
、

『
思
ひ
出
草
紙
』
と
ぞ
名
付
た
り
。
…
… 

牛
門
西
隅  

東
随
舍
誌　

傍
線
箇
所
に
見
え
る
よ
う
に
、『
思
出
草
紙
』
の
序
は
〈
勧
善
懲
悪
〉
の
旨
を

記
し
、
作
品
に
『
思
出
草
紙
』
と
名
付
け
た
と
〈
書
名
〉
を
明
記
す
る
。

　

こ
の
特
徴
は
、
文
化
三
年
臘
月
の
序
を
持
つ
東
随
舎
の
写
本
『
古
今
奇
談
落

葉
集
』（
以
下
『
落
葉
集
』）
に
も
看
取
で
き
る⑩
。

翁
、
年
若
か
り
し
時
よ
り
見
聞
し
事
、
ま
た
世
の
う
つ
り
行
さ
ま
な
ど
書

留
ぬ
る
事
を
日
を
重
ね
、
筑
波
山
の
陰
よ
り
も
繁
く
、
其
枝
葉
扶
疎
と
し

て
、
お
ぼ
へ
ず
数
紙
に
至
り
ぬ
。
も
と
よ
り
も
書
を
な
す
に
心
な
け
れ
ば
、

年
月
前
後
多
し
と
い
へ
ど
も
、
只
お
も
ひ
出
る
に
ま
か
せ
書
記
し
て
『
思

ひ
出
草
紙
』
と
名
付
て
、
前紘
紘
紘
紘
紘
紘
紘
紘
紘

後
十
ま
き
に
な
し
て
先
に
著
せ
し
。
残
り
た

る
を
持
書
集
侍
り
て
『
落
葉
集
』
と
名
付
け
ぬ
。
…
…
善
を
勧
め
悪
を
懲

の
一
助
と
も
な
り
ぬ
べ
し
と
、
文
化
三
丙
寅
年
臘
月
、
筆
を
閑
窓
の
求
に

と
る
事
と
は
な
り
ぬ
。 

牛
門
西
隅  

東
随
舎
誌　

『
落
葉
集
』
に
も
〈
勧
善
懲
悪
〉
の
旨
と
、『
思
出
草
紙
』
に
採
ら
な
か
っ
た
話

を
集
め
て
『
落
葉
集
』
と
名
付
け
た
と
〈
書
名
〉
の
由
来
が
記
さ
れ
る
。

　

文
化
四
年
の
写
本
『
憎
ま
れ
口
』
序
に
は⑪
、

憎
ま
れ
て
世
に
住
か
ひ
は
な
け
れ
ど
も
、
可
愛
が
ら
れ
て
死
な
ふ
に
は
ま

し
と
い
へ
る
何
者
の
読
し
た
は
れ
奇
な
る
や
古
く
世
に
伝
へ
た
る
こ
そ
お

も
ひ
つ
き
侍
る
は
、
老
が
身
の
次
第
に
よ
れ
る
年
波
の
、
起
居
く
る
し
く

死
に
至
ら
む
こ
と
程
は
あ
ら
じ
。
ま
た
あ
ひ
が
た
き
世
の
中
に
、
長
生
せ

ん
こ
そ
楽
し
か
ら
ん
と
、
憎
ま
れ
口
と
い
へ
る
草
紙
を
か
き
つ
ゞ
け
侍
り

ぬ
る
も
、
世
に
は
び
こ
る
と
い
ふ
を
た
の
み
に
、
世
の
中
の
人
に
憎
ま
れ

ん
事
を
願
ふ
。
…
…

 

文
化
四
丁
卯
年
初
夏  

武
陽
牛
門
隠
士  

東
随
舎　

と
あ
る
。〈
勧
善
懲
悪
〉
の
記
述
が
な
い
も
の
の
、
こ
こ
で
も
「
憎
ま
れ
口
と

い
へ
る
草
紙
を
か
き
つ
ゞ
け
」
と
〈
書
名
〉
に
関
す
る
記
述
は
見
え
る
。

　

な
お
、
写
本
の
他
に
、
東
随
舎
の
著
作
に
は
刊
本
の
読
本
『
閑
栖
劇
話
』

（
天
明
三
年
﹇
一
七
八
三
﹈
刊
）、『
聞
書
雨
夜
友
』（
文
化
二
年
刊
）
が
あ
る
。

『
閑
栖
劇
話
』
の
序
は
蘇
門
烏
子
と
四
方
山
人
（
大
田
南
畝
）
が
著
し
て
お
り
、

蘇
門
烏
子
の
序
（
原
漢
文
）
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る⑫
。

東
随
舎
主
人
は
市
隠
の
士
な
り
。
跡
を
江
河
の
上
に
逃
れ
て
流
俗
に
混こ

ん

ぜ

ず
。
志
を
丘き
う

壑が
く

の
幽
に
置
き
て
惟た

だ
書
す
。
…
…
頃こ
の
ご

ろ
嘗か
つ

て
俗
間
に
聞

見
す
る
所
の
災さ
い

に
遇
ひ
、
孼げ
つ

を
為つ
く

る
の
奇
説
を
録
す
。
遂
に
帙ち
つ

を
成
し
、

書し
よ

肆し

梓し

に
上
さ
ん
と
請
ふ
。
主
人
曰い
は

く
、
大
抵
勧
善
懲
悪
の
事
、
素も

と

よ
り

東
随
舎
の
写
本
随
筆
『
続
思
出
草
紙
』
に
つ
い
て
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人
を
卒し

た
が

ふ
る
に
足
れ
り
。
…
…
而し
か

し
て
余
の
題
言
を
請
ふ
。
余
曰
く
、

可
な
り
。
語
に
言
は
ず
や
、
遠
慮
無
け
れ
ば
則す
な
は

ち
必
ず
近
憂
有
り
と
。

但た

だ
幸
ひ
に
、
見
る
者
を
し
て
能よ

く
後
事
を
知
ら
し
め
ん
。
則す
な
は

ち
豈あ

に

世
間
に
小
補
無
し
と
謂い

は
ん
や
。
亦ま

た
惟た

だ
教
の
一
端
な
る
の
み
。
則す

な
は

ち
之
を
名
づ
け
て
閑
栖
劇
話
と
曰い

ふ
。
以
て
其
の
由
を
叙
す
る
の
み
。

　

天
明
癸
卯
歳
孟
春 

蘇
門
烏
子
書　

東
随
舎
自
身
で
は
な
く
序
者
が
『
閑
栖
劇
話
』
と
名
付
け
た
と
い
う
違
い
は
あ

る
が
、〈
勧
善
懲
悪
〉
と
〈
書
名
〉
の
記
述
が
あ
る
点
は
共
通
し
よ
う
。

　

そ
し
て
『
聞
書
雨
夜
友
』「
自
叙
」
に
は⑬
、

…
…
心こ
ゝ
ろ

爰こ
ゝ

に
正た
ゞ
し

け
れ
ば
善せ
ん

悪あ
く

に
付
、
是
皆
除あ
ま
ん

の
師し

な
る
べ
し
。
さ
れ

ば
小こ

唄う
た

節ぶ
し

も
「
鄭て
い

声せ
い

乱が
か
く
を
み
だ
す

雅
楽
」
と
の
本
文
の
経き
や
う

よ
み
に
し
て
、
和
や
は
ら
き

も

な
き
一
掴つ
か
み

な
ら
ん
や
。
公こ
う

冶や

長て
う

の
四
丁
め
に
昼ひ
る

寝ね

し
た
る
寝
坊
に
な
ら

ん
よ
り
の
（
マ
マ
）、
寧む
し
ろ

差し
や

別べ
つ

な
き
小
本
た
り
共と
も

手
に
と
ら
ば
則
勧く

わ
ん

善ぜ
ん

懲て
う

悪あ
く

の

一
ツ
成
る
べ
し
。
今
爰
に
顕
あ
ら
わ
す

す
（
マ
マ
）五
冊
物
は
、
西あ
ち
ら

東こ
ち
ら

に
て
聞き
ゝ

は
い
り

し
与よ

し
な
し
事
な
れ
ど
、
若
九き
う

牛ぎ
う

が
一い
つ

毛も
う

、
子こ

供ど
も

衆し
ゆ

の
心こ

ゝ
ろ

得へ

に
も
な
ら

ば
頗

す
こ
ぶ
る

本ほ
ん

望も
う

な
ら
ん
と
、
聞
書か

き

雨あ
ま

夜よ

の
友と

も

と
題だ

い

す
。
是こ
れ

則
す
な
は
ち

盲め
く
ら
へ
び蛇
を
不お
そ

恐れ
ず

、
下げ

戸こ

牡ぼ

丹た

餅も
ち

の
山や
ま

に
不お
そ

恐れ
ず

の
た
ぐ
ひ
と
云し
か

爾い
ふ

。 

松
寿
館
老
人
述　

と
記
さ
れ
、〈
勧
善
懲
悪
〉
と
〈
書
名
〉
が
確
認
で
き
る
。

　

つ
ま
り
、
東
随
舎
著
作
の
序
の
特
徴
と
し
て
、〈
勧
善
懲
悪
〉
を
標
榜
す
る

点
、
名
付
け
た
〈
書
名
〉
を
記
す
点
、
以
上
の
二
点
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
、
神
宮
文
庫
蔵
『
誠
感
集
』
三
編
の
序
を
見
る
。

皆
人
に
ひ
と
つ
の
癖
あ
る
物
を
わ
れ
に
は
ゆ
る
せ
、
と
読
け
る
歌
の
ご
と

く
、
世
の
諺
に
も
、
な
く
て
七
癖
、
生
年
生
る
者
に
癖
な
き
も
の
に
は
あ

ら
じ
。
世
に
珍
ら
し
き
奇
談
雑
説
を
聞
、
我
に
癖
有
て
、
親
疎
の
へ
だ
て

な
く
聞
置
た
り
し
言
の
葉
は
、
常
に
好
め
る
道
芝
の
露
忘
る
ゝ
事
な
く
、

思
ひ
出
る
儘
に
書
記
し
て
、
先
に
卅
綴
り
と
な
し
ぬ
。
其
折
残
せ
る
事
ど

も
、
も
し
ほ
草
書
集
め
た
る
浜
の
真
砂
の
数
々
は
、
悪
を
こ
ら
し
善
を
勧

る
た
ね
に
も
や
と
、
さ
を
な
ぐ
る
ま
の
世
話
し
な
く
、
廻
る
月
日
の
移
り

て
替
る
。
閙
ヶ
敷
積
る
年
浪
の
、
立
居
く
る
し
き
老
の
寝
覚
が
ち
な
る
枕

の
元
に
筆
を
と
り
て
、
亦
も
二
十
の
巻
に
綴
り
侍
り
ぬ
。
是
も
ま
た
物
し

れ
る
人
に
見
す
べ
き
草
紙
に
は
あ
ら
ず
。

 

文
化
三
丙
寅
年
仲
夏  

牛
門
西
隅  

東
随
舎　

〈
勧
善
懲
悪
〉
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
る
が
、
先
に
指
摘
し
た
東
随
舎
著
作
の
序

に
共
通
す
る
〈
書
名
〉
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い
。

　

一
方
、『
続
思
出
草
紙
』「
自
序
」
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

皆
人
に
ひ
と
つ
の
癖
あ
る
物
を
我
に
は
ゆ
る
せ
、
と
読
た
る
歌
の
如
く
、

世
の
諺
に
も
、
無
て
七
癖
、
生
年
生
る
も
の
に
癖
な
き
も
の
は
あ
ら
じ
。

世
に
珍
ら
敷
奇
談
雑
説
を
聞
、
我
に
癖
有
て
、
親
疎
の
隔
な
く
聞
置
た
り

し
言
の
葉
は
、
常
に
好
め
る
道
芝
の
露
忘
る
ゝ
事
な
く
、
思
ひ
出
る
侭
に

書
記
し
て
、
先
に
お
も
ひ
出
草
紙
と
名
づ
け
、
廿
五
綴
と
成
し
ぬ
。
其
折

東
随
舎
の
写
本
随
筆
『
続
思
出
草
紙
』
に
つ
い
て
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残
せ
る
事
ど
も
、
も
し
ほ
草
書
集
め
た
る
濱
の
真
砂
の
数
々
は
、
悪
を
懲

し
善
を
勧
む
る
た
ね
に
も
や
と
、
さ
を
な
ぐ
る
ま
の
世
話
し
な
く
廻
る
月

日
の
移
り
て
替
る
。
閙い
そ

ヶ
敷
積
る
年
浪
の
、
立
居
苦
鋪
老
の
寝
覚
が
ち
な

る
枕
の
元
に
、
筆
を
取
て
、
続
思
出
草
紙
と
名
づ
け
侍
り
ぬ
。
是
も
又
、

物
知
れ
る
人
に
見
す
べ
き
草
紙
に
は
あ
ら
ず
。

 
文
化
三
丙
寅
年
仲
夏  

牛
門
西
隅  

東
随
舎　

内
容
は
『
誠
感
集
』
と
変
わ
ら
な
い
が
、『
誠
感
集
』
で
は
「
卅
綴
り
」
や

「
二
十
の
巻
に
綴
り
」
な
ど
冊
数
の
記
述
に
終
始
し
た
箇
所
が
、『
続
思
出
草

紙
』
で
は
「
思
ひ
出
る
侭
に
書
記
し
」
た
『
思
出
草
紙
』、
続
い
て
記
し
た

『
続
思
出
草
紙
』
と
〈
書
名
〉
を
記
す
。
す
な
わ
ち
、
他
の
東
随
舎
著
作
の
序

文
と
共
通
す
る
の
は
『
続
思
出
草
紙
』
の
方
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、『
続
思
出
草
紙
』
巻
二
十
五
巻
末
の
跋
題
が
「
思
出
草
紙
跋
」
で

あ
る
点
は
興
味
深
い
。
先
に
引
用
し
た
『
落
葉
集
』
序
の
波
線
部
に
、「『
思
ひ

出
草
紙
』
と
名
付
て
、
前
後
十
ま
き
に
な
し
て
先
に
著
せ
し
」
と
あ
る
こ
と
を

信
ず
れ
ば
、
東
随
舎
は
『
落
葉
集
』
の
前
に
『
思
出
草
紙
』
前
編
と
後
編
を
著

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
従
来
知
ら
れ
る
『
思
出
草
紙
』
に
前
後
編
の

別
は
見
ら
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、「
前
後
」
と
い
う
の
は
、『
思
出
草
紙
』
が
前

編
、『
続
思
出
草
紙
』
が
後
編
と
い
う
理
解
な
の
で
は
な
い
か
。

　

加
え
て
、
近
世
の
風
俗
に
つ
い
て
喜
田
川
守
貞
が
考
証
し
た
『
守
貞
謾
稿
』

（
天
保
八
年
〔
一
八
三
七
〕
起
稿
）
巻
十
一
「
女
扮
」
に⑭
、

寛
政
ノ
写
本
、
思
出
冊
子
ニ
云
、
女
子
、
宝
暦
迄
ハ
日
髪
也
。
其
比
、
髱

差
出
来
、
程
ナ
ク
止
ミ
、
燈
篭
鬂
流
行
リ
、
鬂
差
ヲ
用
ヒ
、
持
髪
ト
ナ
ル
。

日
髪
ト
、
持
髪
ト
半
々
也
。

と
、『
思
出
草
紙
』
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る⑮
。
右
の
記
事
は
『
誠
感
集
』
巻

十
一
「
今
は
昔
し
の
事
」（『
続
思
出
草
紙
』
で
は
巻
十
六
に
該
当
）
に
記
載
が

あ
る
。『
続
思
出
草
紙
』
は
序
跋
に
文
化
三
年
の
年
記
が
あ
り
、
守
貞
が
「
寛

政
」
と
し
た
の
は
、
直
前
の
脇
差
し
の
記
事
が
寛
政
の
時
期
の
流
行
に
つ
い
て

記
す
こ
と
か
ら
、「
寛
政
」
と
解
し
た
も
の
と
思
し
い
。

　

こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
右
の
記
事
を
「
思
出
冊
子
ニ
云
」
と
記
す
点
で
あ

る
。『
続
思
出
草
紙
』（『
誠
感
集
』）
に
記
載
さ
れ
る
記
事
に
つ
い
て
「
思
出
冊

子
」
か
ら
引
用
し
た
と
書
か
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、『
続
思
出
草
紙
』
の
跋
題

と
同
様
、『
思
出
草
紙
』
と
『
続
思
出
草
紙
』
を
合
わ
せ
て
、「
思
出
冊
子
」
と

認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
そ
う
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
二
松
学
舎
大
学
図
書
館
蔵
『
誠
感
集
』
の
目
録
、
神

宮
文
庫
蔵
『
誠
感
集
』
二
編
お
よ
び
三
編
の
目
録
を
合
わ
せ
た
も
の
と
、
国
会

図
書
館
蔵
『
思
出
草
紙
』
総
目
録
と
架
蔵
『
続
思
出
草
紙
』
総
目
録
と
を
合
わ

せ
た
も
の
が
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
（「
中
橋
稲
荷
霊
験
の
事
」
と
「
拾
ひ
し
金
を

返
す
事
」
が
欠
）。
そ
し
て
『
落
葉
集
』
序
の
「『
思
ひ
出
草
紙
』
と
名
付
て
、

前
後

0

0

十
ま
き
に
な
し
て
」
と
い
う
記
述
、『
続
思
出
草
紙
』
の
跋
が
「
思
出
草

紙
跋
」
で
あ
る
点
、『
守
貞
謾
稿
』
の
記
事
な
ど
か
ら
、『
誠
感
集
』
は
『
思
出

東
随
舎
の
写
本
随
筆
『
続
思
出
草
紙
』
に
つ
い
て
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草
紙
』（
前
編
）
と
『
続
思
出
草
紙
』（
後
編
）
を
後
年
に
ま
と
め
よ
う
と
し
た

写
本
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
東
随
舎
著
作
の
序
に
見
ら
れ
る
〈
勧
善

懲
悪
〉
や
〈
書
名
〉
を
記
す
特
徴
が
認
め
ら
れ
な
い
『
誠
感
集
』
三
編
の
序
は
、

『
続
思
出
草
紙
』
の
序
を
『
誠
感
集
』
の
構
成
に
合
わ
せ
て
改
め
た
と
解
す
る

の
が
自
然
と
思
わ
れ
る
。

四
、『
続
思
出
草
紙
』
か
ら
見
え
る
武
家
と
の
関
わ
り

　

さ
ら
に
、『
続
思
出
草
紙
』
か
ら
確
認
で
き
る
人
的
交
流
か
ら
、『
続
思
出
草

紙
』
が
東
随
舎
の
著
作
で
あ
る
信
憑
性
を
高
め
た
い
。

　

前
掲
近
藤
論
文
は
東
随
舎
に
つ
い
て
、

『
耳
囊
』
に
は
東
随
舎
が
度
々
根
岸
家
を
訪
れ
、
様
々
な
話
題
を
提
供
し

て
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
随
舎
の
作
品
と
『
耳
囊
』
に
は

記
事
の
重
複
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
両
者
の
間
で
情
報
提
供
の
あ
っ

た
こ
と
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。

と
、
旗
本
の
根
岸
鎮
衛
が
著
し
た
随
筆
『
耳
嚢
』
の
中
に
、
東
随
舎
の
著
作
の

記
事
と
重
複
す
る
内
容
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
『
続
思
出
草
紙
』
も
『
耳
囊
』
と
重
複
す
る
記
事
を
持
つ
。
記
事
内
容
が
判

明
し
た
巻
之
一
「
葛
の
兜
の
事
」
を
示
す
。

幕
府
の
士
、
渡
邊
左
次
郎
と
い
へ
る
人
の
許
に
兜
あ
り
。
葛
の
兜
と
い
ふ
。

是
は
甲
陽
の
猛
将
武
田
入
道
信
玄
の
重
器
な
り
。
錆
色
の
筋
兜
、
紺
色
を

も
つ
て
、
威
し
三
枚
綴
ら
せ
な
り
。
眉
庇
の
う
ら
に
信
玄
自
筆
に
て
、
一

首
の
歌
を
書
、
綴
の
う
ら
は
い
か
に
も
結
構
に
金
泥
に
し
て
、
葛
唐
草
を

切
、
金
色
高
蒔
絵
に
な
し
た
り
。
右
眉
庇
の
歌
、
金
泥
に
て
蒔
絵
に
し
て
、

　
　

い
か
に
せ
ん
葛
の
う
ら
吹
秋
風
に
下
葉
の
露
の
残
り
な
き
身
を

是
天
文
年
中
竹
内
宿
祢
の
末
、
家
信
妙
鎮
が
作
な
り
。
此
兜
い
か
に
し
て

渡
邊
の
家
に
伝
来
せ
し
と
い
ふ
に
、
武
田
の
臣
た
る
下
条
伊
豆
守
に
信
玄

あ
た
へ
ら
れ
し
を
、
其
下
条
の
子
孫
浪
人
に
て
所
持
せ
し
に
、
寛
永
年
中

由
緒
有
て
、
浪
人
た
れ
ど
下
条
何
某
、
渡
邊
の
家
に
養
子
と
な
れ
り
。
其

折
、
右
の
兜
持
参
せ
し
と
な
り
。

武
田
信
玄
ゆ
か
り
の
兜
や
信
玄
の
歌
を
紹
介
し
た
内
容
で
あ
る
が
、
こ
れ
が

『
耳
囊
』
巻
七
「
国
栖
の
甲
の
事
」
と
題
材
を
同
じ
く
す
る⑯
。

武
田
信
玄
の
国
栖
の
甲
は
、
高
弐
百
石
に
て
大
御
番
を
元
勤
め
し
渡
辺
左

次
郎
が
家
に
伝
は
り
し
を
、
見
し
人
の
語
り
し
は
、
頭
形
三
枚
錣
に
て
い

ち
み
は
麁
末
に
見
ゆ
れ
ど
、
右
錣
の
裏
に
切
金
入
候
国
栖
唐
草
の
蒔
絵
に

て
、
間
庇
に
信
玄
の
自
筆
に
て
歌
を
認
め
た
り
。

　
　

い
か
に
せ
ん
く
ず
の
裏
吹
く
秋
風
に
下
葉
の
露
の
残
り
な
き
身
を

上
州
白
井
に
て
妙
珍
信
家
の
作
也
。
甲
州
侍
下
条
伊
豆
守
戦
国
に
浪
々
し

て
、
其
伜
渡
辺
家
へ
養
は
れ
け
る
故
、
今
彼
家
に
持
伝
へ
し
由
。

た
だ
し
、
同
内
容
で
は
あ
る
が
、
文
言
は
一
致
し
て
い
な
い
。
近
藤
論
文
が
東

随
舎
の
著
作
と
『
耳
囊
』
の
重
複
す
る
記
事
に
つ
い
て
、「
文
辞
上
の
一
致
は

東
随
舎
の
写
本
随
筆
『
続
思
出
草
紙
』
に
つ
い
て
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見
ら
れ
ず
、
テ
キ
ス
ト
を
引
き
写
し
た
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、

本
話
も
共
通
の
言
説
を
元
に
し
た
か
、
あ
る
い
は
二
人
が
情
報
交
換
を
し
た
の

で
あ
ろ
う
。『
思
出
草
紙
』
か
ら
続
き
、
文
化
初
期
に
か
け
て
東
随
舎
が
根
岸

鎮
衛
と
繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
を
思
わ
せ
る
。
な
お
、『
続
思
出
草
紙
』

の
「
家
信
妙
鎮
」
は
誤
記
と
思
し
い
。

　

続
い
て
、『
続
思
出
草
紙
』
巻
二
十
四
「
綱
手
船
と
い
ふ
唄
の
事
」
に
、

…
…
大
坂
の
新
町
と
い
へ
る
郭
中
に
扇
屋
雛
路
太
夫
と
い
ふ
あ
り
。
此
浮

女
に
或
る
若
者
浮
れ
迷
ひ
て
水
を
漏
さ
じ
と
深
く
契
り
し
に
、
此
男
又
仇

し
心
の
あ
つ
て
、
咲
ま
す
花
に
目
で
し
よ
り
後
は
す
さ
め
ら
れ
し
を
、
雛

路
は
腹
立
か
こ
ち
て
、
南
畝
の
旅
の
宿
り
に
至
り
、
せ
ち
に
乞
ひ
て
頼
み

し
侭
に
、
や
る
方
な
く
作
り
て
、
難
波
に
唄
は
せ
た
る
唱
歌
な
る
よ
し
。

其
頃
流
行
て
う
た
ひ
し
と
か
や
。

　
　

綱
手
ふ
ね

す
れ
て
行
し
の
柳
の
な
れ
て
は
引
と
ひ
く
に
引
れ
ぬ
男
気
の
胸
に
欲
や
ら

笑
ひ
顔
や
つ
れ
粋
な
風
ま
つ
扇
の
内
に
は
な
れ
ま
い
よ
の
し
め
て
の
か
な

め
た
か
秋
風
と
契
り
し
夢
の
ま
た
何
を
見
ん
手
枕
に
う
つ
し
心
は
少
し
も

な
く
て
閨
を
か
こ
ち
ぬ
ほ
つ
れ
し
び
ん
も
心
涼
し
き
筒
井
づ
ゝ
洩
さ
ぬ
水

を
く
み
わ
け
ら
れ
て
浅
く
は
人
の
俤
の
き
の
ふ
の
春
の
咲
ま
さ
る
花
に
ぞ

散
め
音
に
な
く
鳥
の
寝
ぐ
ら
替
ら
ぬ
梅
枝
に

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
大
田
南
畝
が
大
坂
新
町
の
扇
屋
雛
路
太
夫
に
請
わ
れ
、

唱
歌
を
制
作
し
た
話
で
あ
る⑰
。
東
随
舎
と
南
畝
と
の
関
わ
り
は
、
東
随
舎
の
読

本
『
閑
栖
劇
話
』
に
南
畝
（
四
方
山
人
）
が
序
を
寄
せ
た
こ
と
や
、
近
藤
論
文

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
思
出
草
紙
』
巻
九
に
東
随
舎
自
身
が
南
畝
に
賛
を
依

頼
し
た
記
事
を
載
せ
る
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
。

　

扇
屋
雛
路
の
こ
と
は
、
南
畝
の
詠
じ
た
漢
詩
を
集
め
た
『
還
郷
集
』「
癸
亥

稿
（
享
和
三
年
）」
に
、

　
　
　
　
　

行
舟
詞
四
首

　
　
　
　
　
　

 

浪
華
一
少
年
与
扇
楼
妓
雛
路
相
狎
而
聞
妓
有
他
心
作
為
此

使
衆
歌
妓
属
而
和
之
以
洩
其
鬱
陶
之
意
云

　
　
　

行
舟
挽
不
回  

岸
柳
垂
難
折  

強
笑
顔
憔
悴  

欲
言
気
鳴
咽

其
二　

扇
楼
来
好
風  

々
々
如
扇
枕  

秋
来
夢
又
覚  

涼
飆
入
斂
袵

其
三　

結
髪
比
夫
妻  

乍
聞
有
両
意  

請
看
一
井
泉  

汲
来
各
分
器

其
四　

春
花
昨
日
爛  

那
得
不
離
披  

可
憐
枝
上
鳥  

猶
宿
古
梅
枝

と
あ
り⑱
、
南
畝
が
詠
ん
だ
漢
詩
と
と
も
に
、
少
年
と
雛
路
と
の
仲
を
取
り
持
っ

た
旨
が
記
さ
れ
る
。
た
だ
、
唱
歌
と
漢
詩
と
い
う
違
い
が
あ
る
上
、
細
か
く
見

る
と
『
続
思
出
草
紙
』
で
は
若
者
が
「
仇
し
心
」
を
抱
き
、『
還
郷
集
』
で
は

雛
路
が
「
他
心
」
を
持
っ
た
と
い
う
違
い
も
あ
る
。
幕
臣
の
南
畝
は
大
坂
銅
座

詰
を
拝
命
し
、
享
和
元
年
三
月
に
大
坂
入
り
、
同
二
年
四
月
に
江
戸
に
戻
る⑲
。

「
行
舟
詞
四
首
」
を
詠
じ
た
の
が
享
和
三
年
で
、『
続
思
出
草
紙
』
成
立
が
文
化

三
年
、
い
ず
れ
も
時
間
の
隔
た
り
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か
で
記
憶
違
い
や
聞
き
違

東
随
舎
の
写
本
随
筆
『
続
思
出
草
紙
』
に
つ
い
て
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い
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
柳
」
や
「
笑
顔
」、「
鳥
」、「
梅
枝
」

な
ど
語
句
が
共
通
す
る
部
分
も
あ
り
、
南
畝
と
全
く
無
関
係
と
は
言
え
ま
い
。

こ
の
時
期
の
東
随
舎
と
南
畝
と
の
交
流
が
看
取
で
き
る
。

　

他
に
も
、
直
接
の
関
係
と
は
い
え
な
い
が
、『
続
思
出
草
紙
』
に
栗
本
丹
洲

と
の
知
識
的
な
繋
が
り
が
伺
え
る
。『
続
思
出
草
紙
』
巻
二
十
四
「
平
家
蟹
賛

の
事
」
の
記
事
が
、
栗
本
丹
洲
著
『
千
蟲
譜
』
下
巻
「
鬼
面
蟹
」（
文
化
八
年

序
跋
）
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
を
示
す
。

・『
続
思
出
草
紙
』
巻
二
十
四
「
平
家
蟹
賛
の
事
」

長
門
の
国
阿
弥
陀
寺
の
什
物
と
し
て
あ
る
所
の
平
家
蟹
の
賛
は
鹿
苑
院
大

相
こ
く
義
満
卿
の
作
の
よ
し
。
其
真
翰
の
写
し
た
る
を
見
れ
ば
、
嗚
呼
、

悲
ひ
か
な
。
三
界
流
転
の
修
羅
の
業
は
、
跋
提
河
の
流
れ
に
落
せ
ら
れ
て
、

苦
海
の
波
に
沈
み
、
斯
る
蟹
の
姿
と
化
生
せ
し
か
。
憐
む
べ
し
〳
〵
。

…
…
終
に
流
転
し
て
寄
所
な
き
ま
ゝ
、
虫
に
化
し
て
、
此
蟹
と
な
れ
る
も

の
か
。
今
是
が
姿
を
見
し
よ
り
、
昔
し
の
あ
わ
れ
に
袖
あ

（
マ
マ
）れ
て
、

過
し
世
の
哀
れ
に
沈
む
君
が
名
を
止
め
置
ぬ
る
門
司
の
関
守
り

寄
べ
な
き
身
は
今
蟹
と
生
れ
来
て
浪
の
哀
れ
に
沈
む
は
か
な
き

・『
千
蟲
譜
』
下
巻
「
鬼
面
蟹⑳
」

長
門
国
阿
弥
陀
寺
の
什
物
と
し
て
有
所
の
平
家
蟹
の
讃
、
鹿
苑
院
大
相
国

義
満
卿
作
の
よ
し
。
そ
の
真
翰
の
う
つ
し
た
る
を
見
れ
ば
、
嗚
呼
悲
哉
。

三
界
流
転
の
修
羅
の
業
、
跋
提
河
の
な
が
れ
に
落
せ
ら
れ
て
、
苦
海
の
波

に
沈
み
、
か
ゝ
る
蟹
の
姿
と
化
生
せ
し
か
。
憐
べ
し
〳
〵
。
…
…
終
に
水

底
に
流
転
し
て
、
よ
る
所
な
き
ま
ゝ
、
虫
と
化
し
て
、
此
蟹
と
な
れ
る
も

の
か
。
今
、
是
が
姿
を
見
し
よ
り
も
、
昔
の
あ
は
れ
に
袖
ぬ
れ
て
、

過
し
世
の
哀
れ
に
沈
む
君
が
名
を
と
ゞ
め
お
き
ぬ
る
門
司
の
関
守

よ
る
べ
な
き
身
は
今
蟹
と
生
れ
来
て
浪
の
あ
は
れ
に
し
づ
む
は
か
な
き

長
門
国
阿
弥
陀
寺
の
什
物
足
利
義
満
の
賛
に
関
す
る
記
事
が
、
両
書
で
一
致
す

る
。
栗
本
丹
洲
（
宝
暦
九
〔
一
七
五
九
〕
―
天
保
五
年
〔
一
八
三
四
〕）
は
医

者
で
博
物
学
者
、
田
村
藍
水
の
次
男
で
二
三
歳
の
時
に
幕
府
医
官
栗
本
昌
友
の

養
子
と
な
る
。
寛
政
元
年
に
奥
医
師
と
な
り
、
同
五
年
に
四
世
瑞
見
を
称
す
。

文
政
四
年
に
は
法
印
と
な
る
。
動
植
物
の
研
究
も
進
め
、
多
く
の
彩
色
漁
譜
を

残
し
た㉑
。『
続
思
出
草
紙
』
の
記
述
が
丹
洲
の
蒐
集
し
た
情
報
と
ほ
ぼ
同
文
と

い
う
こ
と
は
、
丹
洲
が
『
続
思
出
草
紙
』
に
基
づ
い
た
か
、
東
随
舎
と
丹
洲
が

同
資
料
に
依
拠
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
東
随
舎
と
丹
洲
の
二
人
が
、
同

等
の
資
料
を
閲
覧
で
き
る
文
化
圏
に
い
た
と
解
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

五
、
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

以
上
、
架
蔵
『
続
思
出
草
紙
』
は
従
来
知
ら
れ
る
『
思
出
草
紙
』
の
続
編
に

あ
た
り
、『
守
貞
謾
稿
』
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、「
思
出
冊
子
」
の
一
部
と
し
て

近
世
の
人
々
に
享
受
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
っ
た
。
現
存
す
る
『
続
思
出
草
紙
』

は
一
部
の
巻
を
欠
く
が
、
神
宮
文
庫
蔵
『
誠
感
集
』
と
併
せ
見
る
こ
と
で
、
そ

東
随
舎
の
写
本
随
筆
『
続
思
出
草
紙
』
に
つ
い
て

一
一
八
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の
全
て
の
内
容
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
し
て
『
続
思
出
草
紙
』
の
記
事
は
、

『
耳
囊
』
の
根
岸
鎮
衛
や
、
東
随
舎
と
同
じ
牛
込
に
住
ん
だ
幕
臣
大
田
南
畝
と

い
っ
た
武
家
と
の
交
流
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
含
ん
で
い
る
。『
続
思
出
草
紙
』

の
記
述
は
、
享
和
・
文
化
期
の
武
家
の
情
報
交
換
を
伝
え
る
一
資
料
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

た
だ
、
本
稿
で
は
『
続
思
出
草
紙
』
の
紹
介
、
東
随
舎
著
で
あ
る
か
の
検
証

に
重
き
を
置
い
た
た
め
、
記
事
の
典
拠
や
内
容
分
析
に
及
べ
な
か
っ
た
。
論
者

は
『
続
思
出
草
紙
』
お
よ
び
『
落
葉
集
』
と
享
和
期
の
写
本
随
筆
『
野
翁
物

語
』
と
の
関
係
を
把
握
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
す
る
。

ま
た
、
中
込
重
明
「
人
情
噺
は
い
か
に
し
て
成
立
し
た
か
」（『
落
語
の
種
あ
か

し
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
・
六
）
が
、
落
語
「
文
七
元
結
」
と
類
話
と
し
て

『
思
出
草
紙
』
や
『
聞
書
雨
夜
友
』
の
「
身
投
げ
」
を
止
め
る
話
を
あ
げ
る
が㉒
、

『
続
思
出
草
紙
』
巻
二
十
五
「
身
を
投
る
人
を
助
け
し
事
」
も
共
通
す
る
内
容

を
持
つ
。『
続
思
出
草
紙
』
と
他
ジ
ャ
ン
ル
の
文
芸
と
の
関
係
も
、
検
証
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

　

東
随
舎
の
写
本
随
筆
は
テ
キ
ス
ト
整
備
も
含
め
、
課
題
は
多
い
。

注①　
『
随
筆
辞
典
』
巻
五
（
東
京
堂
、
一
九
六
一
・
二
）。

②　
『
人
文
学
報
』
第
三
〇
一
号
（
一
九
九
九
・
三
）。

③　

長
谷
川
強
編
『
近
世
文
学
俯
瞰
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
・
五
）。

④　

https://kaken.nii.ac.jp/ja/report/K
A
K
EN
H
I-PRO

JECT
-14710309/ 

147103092002jisseki/

（
二
〇
二
二
年
一
二
月
五
日
最
終
閲
覧
）

⑤　

https://kaken.nii.ac.jp/ja/report/K
A
K
EN
H
I-PRO

JECT
-14710309/ 

147103092003jisseki/

（
二
〇
二
二
年
一
二
月
五
日
最
終
閲
覧
）

⑥　
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
三
期
第
四
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
・
一
）
所
収
の

翻
刻
（
国
会
図
書
館
写
本
）
に
拠
る
。

⑦　

学
農
社
、
明
治
十
六
年
五
月
十
九
日
発
行
。

⑧　

幕
末
・
明
治
の
植
物
学
者
で
あ
る
伊
藤
圭
介
編
『
錦
窠
魚
譜
』
八
（
国
立
国
会
図

書
館
蔵
、
寄
別
一
一
―
一
一
）
に
『
農
業
雑
誌
』
の
記
事
の
引
用
が
あ
り
、
ま
た
大

林
雄
也
『
大
日
本
産
業
事
蹟
』
下
巻
（
一
八
九
一
・
一
〇
）
に
も
同
記
事
の
引
用
が

見
え
る
。

⑨　

大
洲
市
立
図
書
館
矢
野
文
庫
蔵
本
（
一
四
―
一
三
九
、
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
）
に
拠
る
。

⑩　

内
閣
文
庫
蔵
本
（
二
一
一
―
〇
一
〇
九
、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
）
に
拠
る
。

⑪　

刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
本
（
五
九
五
九
）
に
拠
る
。

⑫　

木
越
治
責
任
編
集
『
諸
国
奇
談
集
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
九
・
九
）
所
収

『
閑
栖
劇
話
』（
丸
井
貴
史
校
訂
）
に
拠
る
。

⑬　

大
高
洋
司
・
近
藤
瑞
木
編
『
初
期
江
戸
読
本
怪
談
集
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇

〇
・
一
〇
）
所
収
『
聞
書
雨
夜
友
』（
近
藤
瑞
木
校
訂
）
に
拠
る
。

⑭　

朝
倉
治
彦
・
柏
川
修
一
校
訂
編
集
『
守
貞
謾
稿
』
第
二
巻
（
東
京
堂
出
版
、
一
九

九
二
・
九
）
に
拠
る
。

⑮　
『
守
貞
謾
稿
』
の
記
事
に
つ
い
て
は
近
藤
瑞
木
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

⑯　

長
谷
川
強
校
注
『
耳
囊
』
中
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
・
三
）
に
拠
る
。

⑰　
『
誠
感
集
』
に
大
田
南
畝
と
の
関
わ
り
が
見
え
る
こ
と
は
、
既
に
近
藤
瑞
木
「
江

戸
の
講
釈
師
東
随
舎
栗
原
幸
十
郎
の
読
本
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
科
研
費
二
〇
〇

東
随
舎
の
写
本
随
筆
『
続
思
出
草
紙
』
に
つ
い
て

一
一
九
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二
年
度
報
告
書
、
注
④
に
同
じ
）
に
も
言
及
が
あ
る
。

⑱　

浜
田
義
一
郎
編
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
四
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
・
二
）
に

拠
る
。
紙
幅
の
都
合
で
書
き
下
し
文
等
を
省
略
し
た
。

⑲　

浜
田
義
一
郎
編
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
二
〇
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
・
三
）

所
収
の
年
譜
を
参
照
。

⑳　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
特
七
―
一
五
九
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
）
に
拠
る
。

㉑　
『
国
書
人
名
辞
典
』
第
二
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
・
五
）
参
照
。

㉒　

佐
藤
至
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

〔
附
記
〕　

本
稿
は
日
本
近
世
文
学
会
二
〇
二
二
年
度
秋
季
大
会
（
於
同
志
社
大
学
）
に

て
口
頭
発
表
し
た
内
容
の
一
部
で
あ
る
。
席
上
や
発
表
後
に
ご
教
示
頂
い
た
池

澤
一
郎
、
近
藤
瑞
木
、
佐
藤
至
子
、
木
越
俊
介
、
浜
田
泰
彦
の
各
氏
に
、
ま
た

資
料
の
閲
覧
を
お
許
し
頂
い
た
諸
機
関
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

東
随
舎
の
写
本
随
筆
『
続
思
出
草
紙
』
に
つ
い
て

一
二
〇
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